
通常の電話が使用できない場合でも、衛星を使い電話が繋がる

災害時医療対応　関係組織図　※「■」の機関は衛星携帯電話を所有しており、災害時でも連携をとれると期待される
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期待される機能例

①患者の広域搬送等を担うＤＭＡＴとの連絡調整手段となる（現状はメール、電話のみ）

②発災時は、千葉県医療整備課とのやり取りが多くなるが、ＤＭＡＴ調整本部を経由しての

やり取りも可能となる。
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